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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，人間の行動の「不作為」に着目し，不作為の認識や実行に関する発達を明ら

かにすることを目的とした。研究の結果，認識面については，作為と不作為を比較すると

前者の方がより悪く感じる不作為バイアスが発達的に明確になった。また，実行面につい

ては， 5 歳になると通常のだましを柔軟にできるようになった。しかし，不作為の要素を

含むだましは 6 歳でもまだ難しく，全体的に不作為の難しさが明確になった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of the present study was to clarify the development about understanding and doing 
omission. The results revealed that children showed omission bias, which was the tendency that 
people judge acts of commission as morally worse than equivalent acts of omission. Furthermore, 
5-year-olds deceived in the usual situation, but most 6-year-olds could not deceive in the situation 
relevant to omission. Overall, omission may be some difficult for children. 
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一般に，私たちの「悪い行為」には，動作

や言葉といった言動が伴っているが，言動が

伴っていなくても悪い場合がある。たとえば，

川で溺れている人を助けずに立ち去った場合，

「（溺れているのに）何もしない」という動

きのない行為に対して責任が問われるはずで

ある。「刑法」の言葉を借りれば，これらは

「作為」と「不作為」に相当する。 

不作為は身近なものであり，私たちは頻繁

に，他者の不作為を見抜いたり（「認識」し

たり），自分たち自身でも不作為を行ってい

おり（「実行」している），心理学的に重要

な意味を持つ行為である。ところが，言動が

ないことでその存在を見落としやすく，作為

と比べて実証的な研究が進んでいなかった。

特に発達心理学的研究では，実験場面での課

題状況を子どもに分かりやすくする必要性も

あり，言動が伴わない不作為は扱われていな

いのが実情であった。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究では，不作為を「認識」する面の発

達過程をさらに掘り下げて検討するとともに，

新たに「実行」する面にも着目し，研究を発

展させることを目的とした。 

また，不作為の認識と実行の両面を検討す

る上で，「実行機能」とも関連づけて検討す

ることにした。実行機能とは，目標に達する

ための行動や思考について調整やコントロー

ルを行う機能の総称で，下位分類に衝動的反

応をコントロールする「抑制機能」があり，

これが心の理論をはじめ，多くの認知能力の

発達と関連することが先行研究で報告されて

いたためである。 
 
 

３．研究の方法 

 

第 1 に，不作為の認識面については，過去

の私の研究成果をさらに展開し，不作為バイ

アスを調べる研究を行った。具体的には，こ

れまでの研究の流れを踏まえるため，2 つの

類似したお話を比較させる形式とした。お話

①とお話②で構成され，一方のお話は「男の

子が何かをする（言動あり：作為）」ことで，

もう一方のお話は「何もしない（言動なし：

不作為）」ことで，どちらも男の子が何らか

の得をするお話とした。行為を生み出した男

の子の心的状態（意図）や生じた結果は，2

つのお話のそれぞれで同じ文によって表現

し，同等とした。 

道徳判断質問では「どちらの男の子がより

悪いことをしましたか？」と聞いて，作為の

お話の方がより悪いことをしたと答えた場

合，不作為バイアスが生じたと判定し，年齢

ごとに，その割合を算出した。また，意図質

問として，どちらの男の子がより強い意図を

有していたかを尋ねた。選択肢は「お話①の

男の子，お話②の男の子，どちらも同じ」の

3 つだった。 

第 2 に，不作為の実行面については，ハン

ドパペットを用いて，幼児の前で実演する形

で行った。直接的なだまし条件に加えて，不

作為の要素が入る非直接的なだまし条件を

設けた。また，合わせて，抑制制御に関する

実行機能課題も実施した。 

 
 
 
 
 
４．研究成果 

 

第1に，不作為の認識面については，児童期

の子どもに加えて大人を対象とした調査の結

果，不作為バイアスの出現を明らかにするこ



 

 

とができた。具体的には，不作為バイアスは，

児童期の7歳頃から強く見られ，大人と同程度

の強度を持っていることが明らかになった。 

また，意図質問の正答は課題の設定上「ど

ちらも同じ」はずであるが，道徳判断質問と

同様の選択をした割合が高く，道徳判断で選

ぶ方向に意図が歪んで解釈されていることが

明らかになった。 

第2に，不作為の実行面については，4歳～6

歳を対象としたデータを得ることができた。

その結果，4歳では，直接的なだましと非直接

的なだましのいずれも実行が難しかったが，5

歳になると，直接的なだましを柔軟にできる

ようになる傾向が見られた。ただし，非直接

的なだましは，6歳においても難しかった。ま

た，だましの実行と実行機能の課題の成績の

間に関連がある傾向が見られた。ただし，課

題状況のわかりにくさという問題も残ってお

り，この点は，今後の課題として残された。 
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